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迎
春
迎
春

　
神
奈
川
県
身
体
障
害
者
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
内な
い

藤と
う

　
則の
り

義よ
し

　

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
良
い
お
正
月
を
お
迎
え
の

事
と
存
じ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
県
身
連
の
円
滑
な
事
業
運
営
に
地
域
団
体

を
始
め
、
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
頂
き

ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
神
奈
川
の
地
で
「
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大

会
」
を
開
催
し
、
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
、
盛
大

に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
社
会
全
体
が
、
大
き

く
変
化
し
て
い
る
時
で
は
あ
り
ま
す
が
、
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
皆
が
安
心
し
て
安
全
に
過
ご
す
事
が
出

来
る
社
会
作
り
に
努
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
す
る
機
会
に

も
な
り
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
目
標
と
し
て
は
、
各
地
区
の
関
係
団
体
等
と
も

協
力
し
、
組
織
活
性
化
の
取
り
組
み
に
視
点
を
あ
て
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
、
各
地

域
で
特
色
あ
る
活
動
を
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の

活
動
を
広
く
周
知
し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
協
力
し
合

え
る
体
制
作
り
を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
身
連
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、
多
く
の
課

題
を
抱
え
る
中
、
役
員
一
同
で
関
係
機
関
の
ご
協
力
を
頂

き
な
が
ら
、
ま
た
、
各
団
体
か
ら
の
ご
助
言
や
ご
協
力
を

賜
り
な
が
ら
、
適
切
に
推
進
す
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

□ 新年のあいさつ
□ 第24回全国障害者スポ－ツ大会「わたＳＨＩＧＡ輝く障スポ」結果報告
□ 第70回神奈川県身体障害者福祉大会報告
□ みんなの広場
□ さんぽみち

□ 県身連・推進センター事業紹介
□ 市町村のページ
□ 私とスポーツ（後半）
□ 県身連事業予定（１月～４月）
□ 編集室から
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≪三浦半島の大畑崎の日の出≫
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第
七
十
回

　神
奈
川
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
開
催

　令
和
七
年
十
二
月
十
四
日
（
日
）
神

奈
川
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
が
伊
勢

原
市
民
文
化
会
館
で
四
〇
〇
名
近
い
参

加
者
が
一
同
に
会
し
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　式
典
は
、
県
身
連
渡
辺
副
会
長
の
挨

拶
に
始
ま
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
、

県
身
連
内
藤
会
長
、
神
奈
川
県
首
藤
副

知
事
の
挨
拶
、
地
元
伊
勢
原
市
の
萩
原

市
長
か
ら
歓
迎
の
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し

た
。　続

い
て
、
県
知
事
表
彰
者
の
紹
介
を

行
い
、
県
身
連
会
長
表
彰
及
び
感
謝
状

受
賞
者
に
県
身
連
会
長
か
ら
表
彰
状
の

授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、「
創
作
太

鼓
グ
ル
ー
プ

　楽
鼓
」
に
よ
る
太
鼓
の

演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
終
わ
り
に

県
身
連
鈴
木
副
会
長
よ
り
閉
会
の
こ
と

ば
が
あ
り
、
盛
会
の
う
ち
に
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

　次
回
開
催
地
は
、
綾
瀬
市
で
す

神
奈
川
県
知
事
表
彰
（
敬
省
略
）

〇
自
立
支
援
功
労
者

　前
田

　美
智
子
（
平
塚
市
）

県
身
連
会
長
表
彰
（
敬
省
略
）

〇
表
彰

　宇
都
木

　泰
代
（
相
模
原
市
）

　中
村

　吉
和

　（
南
足
柄
市
）

○
感
謝
状
（
敬
省
略
）

　相
原

　貞
雄
（
前
理
事
）

第24回　全国障害者スポーツ大会「わたSHIGA輝く障スポ」
結　果　報　告

開催日時：令和７年10月25日（土）から27日（月）
会　　場：滋賀県
　昨年、10月25日から27日の３日間、滋賀県のHATOスタジアムをメイン会場として、第
24回全国障害者スポーツ大会「わたSHIGA輝く障スポ」が開催されました。
　神奈川県選手団は、選手57名、役員55名の計112名で、相模原市選手団は、選手18名、役
員20名の計38名で大会に挑みました。
　25日に開会式が行われ、今年度は神奈川県選手団、相模原市選手団の陸上、ボウリング、
アーチェリー、聴覚バレーの選手・役員が元気よく行進を行い、午後から１日目の競技が始
まりました。
　27日に３日目の競技を行い、午後からの閉会式で大会は幕を閉じ、強化練習会などの成果
を存分に発揮することができました。
　選手は競技以外にも全国の選手・大会ボランティアの方たちと共に交流を深め、一生の思
い出に残ったことと思います。
　神奈川県・相模原市選手団のメダルは次の通りです。

【神奈川県選手団】　　金　26　　　銀　13　　　銅　13
【相模原市選手団】　　金　 ５　　　銀　 ４　　　銅　 ５

ら
っ
こ

※問合せ　　電話：045-311-8736　FAX：045-316-6860　http://kanagawa-kenshinren.or.jp
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「
想
い
出
」

相
模
原
市
聴
覚
障
害
者
協
会
・
土
の
会

副
理
事
長　

小こ

山や
ま　

幸ゆ
き

子こ

　

今
日
は
、
拙
い
文
章
で
す
が
、
私
の

思
い
出
で
す
。

　

生
ま
れ
は
新
潟
県
で
す
。
頸
城
平
野

（
高
田
平
野
）
で
山
と
も
海
と
も
少
し

離
れ
て
い
ま
す
。
40
軒
ほ
ど
の
家
並
み

は
、
専
業
農
家
の
家
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
魚
屋
、
畳
屋
、
床
屋
又
は
国
鉄

駅
員
、
会
社
勤
め
を
し
な
が
ら
、
自
家

で
食
べ
る
だ
け
の
お
米
や
野
菜
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
た
り
は
、
昔
の
番
所
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
道
を
通
る
た
め
の
門

が
あ
っ
た
家
は
御
門
と
言
い
ま
し
た
。

番
所
役
員
が
会
議
を
し
た
家
は
、
会
所

と
言
い
、
現
在
で
も
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
実
家
の
前
に
は
罪
人
を
収
容
す
る

た
め
の
牢
屋
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま

す
。
代
官
所
の
所
に
は
、
稲
荷
神
社
が

今
も
あ
り
、
毎
年
４
月
に
お
祭
り
が
あ

り
ま
す
。
土
俵
も
あ
り
、
相
撲
大
会
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
神
社
の
ま
わ
り

は
子
ど
も
の
遊
び
場
に
な
り
、
男
女
一

緒
に
か
く
れ
ん
ぼ
、
か
け
っ
こ
、
木
登

り
等
、
何
で
も
遊
び
道
具
に
変
身
し
ま

し
た
ね
。
雨
が
降
る
と
神
社
の
中
に
入

り
、
お
手
玉
や
お
は
じ
き
等
で
楽
し
み

ま
し
た
。
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
中
学
生

も
一
緒
で
、
今
の
時
代
で
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
ね
。

　

家
の
裏
に
は
竹
藪
が
あ
り
、
そ
の
藪

の
中
に
池
が
あ
っ
て
、
２
歳
年
上
の
兄

に
つ
い
て
、
魚
釣
り
に
行
っ
た
り
、
夏

に
は
池
の
淵
い
っ
ぱ
い
広
が
る
、
菱
の

実
を
取
っ
て
、
母
に
茹
で
て
も
ら
い
食

べ
ま
し
た
。
夏
休
み
は
、
昼
食
後
、
み

ん
な
で
集
ま
り
、
近
く
の
大
川
で
水
遊

び
を
し
た
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

優
し
い
母
で
し
た
が
、
父
は
頑
固
親

父
そ
の
も
の
で
し
た
。
食
事
は
き
ち
ん

と
正
座
、
話
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
拳

骨
か
箸
が
飛
ん
で
く
る
。
昔
の
箸
は
痛

か
っ
た
。
何
で
作
ら
れ
て
い
た
箸
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
冬
は
雪
の
中
の
生
活
で

す
。
学
校
ま
で
夏
は
30
分
、
雪
道
は
倍

の
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
お
天
気
が
良

く
、
夜
に
気
温
が
下
が
り
、
雪
が
凍
る

と
道
を
歩
か
ず
、
雪
の
上
を
歩
い
て

（
凍し
み

渡わ
た

り
）
夏
時
間
で
学
校
に
着
き
ま

し
た
。
吹
雪
の
中
、
学
校
か
ら
帰
る
と

ス
ト
ー
ブ
が
焚
か
れ
（
製
材
の
引
き

糟
）
そ
の
上
に
さ
つ
ま
芋
が
焼
か
れ
て

い
ま
し
た
。
吹
雪
く
日
は
、
家
族
が
迎

え
に
来
る
仲
間
も
い
ま
し
た
。
私
は
迎

え
等
、
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
。
厳
し
い
躾
も
、
親
の
愛
情
と
思
え

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
人
に
な
っ
て

か
ら
で
し
た
。
こ
ん
な
故
郷
も
、
今
は

帰
る
家
も
な
く
、
親
兄
弟
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
一
人
で
ゆ
っ
く
り
と
想
い
出
に

浸
り
、
い
つ
の
日
か
故
郷
を
歩
い
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

横
須
賀
市
肢
体
障
害
者
協
会

会
長　

鈴す
ず

木き　

英ひ
で

雄お

　

私
の
住
ん
で
い
る
の
は
、
京
浜
急
行

逸
見
駅
の
近
く
で
す
が
、
桜
の
名
所

「
塚
山
公
園
」
が
あ
り
ま
す
。
塚
山
公

園
に
は
、
江
戸
幕
府
の
外
交
顧
問
、

ウ
ィ
リ
ア
ム
ア
ダ
ム
ス
（
日
本
名　

三

浦
按
針
）
の
供
養
碑
が
あ
り
ま
す
。
山

で
す
の
で
散
歩
と
い
う
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
が
、
そ
の
ふ
も
と
に
按
針
の
菩

提
寺
「
浄
土
寺
」
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら

国
道
16
号
線
に
沿
っ
て
少
し
歩
く
と
Ｊ

Ｒ
横
須
賀
駅
。
そ
の
目
の
前
に
ヴ
ェ
ル

ニ
ー
公
園
が
あ
り
、
春
と
秋
に
は
バ

ラ
祭
り
が
あ
り
ま
す
。
記
念
館
（
無

料
）、
レ
ス
ト
ラ
ン
２
カ
所
、
ト
イ
レ

も
２
カ
所
あ
り
。
公
園
の
端
か
ら
「
Ｙ

Ｏ
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
軍
港
め
ぐ
り
」
の
遊

覧
船
（
障
害
者
割
引
あ
り
）
が
出
て
い

ま
す
。
ア
メ
リ
カ
海
軍
や
海
上
自
衛
隊

の
艦
船
を
間
近
に
見
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
米
国
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
来
日
時

に
、
高
市
首
相
と
共
に
乗
組
員
の
慰
問

に
訪
れ
た
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン

が
停
泊
し
て
い
る
12
号
バ
ー
ス
（
全
長

410
ｍ
の
空
母
専
用
の
埠
頭
）
を
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

国
道
16
号
線
を
ま
た
ぐ
歩
道
橋
を
渡

る
と
「
ド
ブ
板
通
り
」
で
、
地
元
の
私

た
ち
に
は
普
通
の
道
で
す
が
、
土
、
日

曜
日
に
は
、
横
須
賀
ネ
イ
ビ
ー
バ
ー
ガ

ー
、
海
軍
カ
レ
ー
、
ス
カ
ジ
ャ
ン
の
店

な
ど
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。
近
く
の
三
笠
公
園
（
無
料
、
資
料

館
有
料
）
の
脇
か
ら
、
東
京
湾
唯
一
の

自
然
島
「
猿
島
」
行
き
の
船
便
が
運
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
猿
島
は
、
か
つ
て
旧

陸
・
海
軍
の
要
塞
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
て
、
一
般
人
の
立
ち
入
り
が
制
限
さ

れ
て
い
た
た
め
、
豊
富
な
自
然
や
歴
史

遺
産
が
残
さ
れ
て
お
り
、
年
間
を
通
じ

て
散
策
が
楽
し
め
ま
す
。

　

健
脚
者
は
海
岸
道
路
を
行
け
ば
、
日

本
武
尊
の
妃
「
弟
橘
姫
」
の
伝
説
で
有

名
な
「
走
水
神
社
」
。
さ
ら
に
行
く
と

横
須
賀
美
術
館
、
観
音
崎
灯
台
な
ど
な

ど
。
た
く
さ
ん
の
見
ど
こ
ろ
が
点
在
し

て
い
ま
す
。
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競技会名 開　催　日 会　場

フライングディスク競技会
（身体・知的障害者）

陸上競技会（身体・知的障害者）

ボウリング競技会（知的障害者）

アーチェリー競技会（身体障害者）

水泳競技会（身体・知的障害者）

卓球競技会（精神障害者）

卓球・サウンドテーブルテニス競技会
（身体・知的障害者）

ボッチャ競技会（身体障害者）

令和８年４月12日（日）

令和８年４月19日（日）

令和８年４月26日（日）

令和８年４月26日（日）

令和８年７月５日（日）

令和９年１月15日（金）

令和９年１月17日（日）

令和９年２月21日（日）

申込締切

令和８年２月６日（金）

令和８年２月13日（金）

令和８年２月20日（金）

令和８年２月20日（金）

令和８年５月11日（月）

令和８年11月16日（月）

令和８年11月16日（月）

令和８年12月14日（月）

①

①

②

③

④

①

①

①

▷▷▷ 「障害者差別解消法」講演会 ◁◁◁
期　日：　令和８年２月10日（火）
会　場：　やまと芸術文化ホール（大和市）

【内容】障害に対する理解・促進を目的として、講演会を行います。
第一部は、障害者差別解消法について、第二部では、シンポジ
ウムを行います。

神奈川県身体障害者連合会
神奈川県障害者社会参加推進センター　事業紹介

第20回　神奈川県障害者スポーツ大会
　開催日・申込締切及び会場

　①アサンテスポーツパーク
　②湘南とうきゅうボウル
　③神奈川県総合リハビリテーションセンター アーチェリー場
　④平塚市総合公園温水プール（予定）

※競技毎に、申込締切日が異なりますのでご注意ください。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
藤
沢
市
聴
覚
障
害
者
協
会

会
長　

飯い
い

塚づ
か　

晃あ
き

子こ

　

100
周
年
を
記
念
し
て
、
日
本
が
開
催
地
に
選

ば
れ
、
東
京
で
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
長
い
歴
史
を
持
つ
大

会
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
「
デ
フ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
は
ま
だ
十
分
に
認
知
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ニ
ュ
ー
ス
や
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機

会
も
少
な
く
、
今
年
は
「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

も
っ
と
知
ろ
う
！
」
と
呼
び
か
け
、
ろ
う
者
の

運
動
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

　

藤
沢
市
で
も
、
手
話
言
語
の
国
際
デ
ー
や
講

演
を
封
じ
て
、
一
般
の
人
々
に
手
話
や
、
ろ
う

者
の
活
動
が
広
が
り
ま
し
た
。
聖
火
リ
レ
ー
の

代
わ
り
に
、
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

キ
ャ
ラ
バ
ン
車
が
北
と
南
に
分
か
れ
て
市
内
を
巡

り
、
市
役
所
な
ど
で
多
く
の
人
々
に
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
鉄
道
会
社
や
バ
ス
会
社
の
協
力

に
よ
り
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
PR
活
動
も
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
番
の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の

楽
し
さ
や
興
奮
、
そ
し
て
素
晴
ら
し
さ
を
存
分
に

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
君
が
代
の
手
話
表

現
や
サ
イ
ン
エ
ー
ル
も
披
露
さ
れ
、
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
手
話

で
語
り
合
い
な
が
ら
、
世
界
各
国
か
ら
集
ま
っ
た

選
手
た
ち
と
の
交
流
も
深
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
感
動
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
聞
こ
え
な
い

人
、
聞
こ
え
に
く
い
人
の
選
手
た
ち
が
懸
命
に
競

技
へ
挑
む
姿
を
目
に
し
、
心
に
深
く
刻
ま
れ
ま
し

た
。
日
本
は
51
個
の
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
そ
の
成

果
に
日
本
中
が
拍
手
を
送
り
ま
し
た
。

　
東
京2025

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

市町村のページ

「デフリンピック」とは

　デフリンピックとは、デフ+オリンピックのこと。デフ（Ｄｅａｆ）とは、英語で「耳が聞こ
えない」という意味です。デフリンピックは国際的な「きこえない・きこえにくい人のためのオ
リンピック」なのです。
　国際ろう者スポーツ委員会（ＩＣＳＤ）が主催し、４年毎に開催されるデフアスリートを対象
とした国際スポーツ大会です。第１回は、1924年にフランスのパリで開催されました。東京2025
デフリンピックは、100周年の記念すべき大会であり、日本では初めての開催になります。
　国際手話のほか、スタートランプや旗などを使った視覚による情報保障が特徴です。
　デフリンピックには、①「ほちょう器」などを外した状態で、きこえる一番小さな音が55dB
（デシベル）※を超えており、②各国の「ろう者スポーツ協会」に登録されている選手で、記録・
出場条件を満たしている人が参加できます。

※dBは音の大きさを表し、数字が大きいほど音が大きい。55dBは、ふつうの声での会話がきこ
えない程度

（一般社団法人　全日本ろうあ連盟　デフリンピック運営委員会ホームページから抜粋）
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聴
覚
障
害
者
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
東
京
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
が
、
11
月

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
が
始
ま
っ
て
100
年
と
い
う
紀

に
、
日
本
で
初
め
て
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
世
界
80
の
国
と
地
域

か
ら
、
大
勢
の
人
が
来
日
し
、
21
種
目

の
競
技
が
行
わ
れ
、
選
手
の
皆
さ
ん
が

活
躍
し
ま
し
た
。

　

暑
く
て
大
変
だ
っ
た
夏
が
過
ぎ
た
と

思
っ
た
ら
、
急
に
寒
い
日
が
あ
っ
た

り
、
気
温
の
変
動
が
大
き
く
、
体
調
に

気
を
つ
け
て
い
ま
す
が
疲
れ
ま
す
ね
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
早
く

て
、
感
染
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

注
意
す
る
よ
う
に
毎
日
、
ニ
ュ
ー
ス
の

時
間
に
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
も
、
お
互
い
体
に
気
を

付
け
て
、
今
年
も
元
気
に
す
ご
し
ま

し
ょ
う
。

編
集
委
員
　
田た

畑は
た

　
ふ
み
子こ

（
海
老
名
市
身
体
障
害
者
伸
生
会
）

編
集
室
か
ら

※問合せ　　電話：045-311-8736　FAX：045-316-6860　http://kanagawa-kenshinren.or.jp

相
模
原
市　

芥あ
く
た

川が
わ　

文ふ
み

男お

　

あ
れ
か
ら
10
年
間
ブ
ラ
イ
ン
ド
テ
ニ
ス

を
続
け
て
、
今
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

と
ラ
リ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し

た
。
私
に
と
っ
て
、
ブ
ラ
イ
ン
ド
テ
ニ
ス

は
、
自
立
す
る
勇
気
と
生
き
が
い
を
教
え

て
く
れ
、
身
に
着
い
た
欠
け
が
い
の
な
い

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
一
緒
に
活
動
し
て
く
だ

さ
っ
た
テ
ニ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
ご

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

そ
の
後
は
、
色
々
な
ブ
ラ
イ
ン
ド
ス

ポ
ー
ツ
に
も
挑
戦
し
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル

テ
ニ
ス
（
Ｓ
Ｔ
Ｔ
）、
陸
上
で
砲
丸
投
げ

や
音
響
50
メ
ー
ト
ル
走
、
フ
ラ
イ
ン
グ

デ
ィ
ス
ク
競
技
な
ど
に
も
取
り
組
み
、
神

奈
川
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
各
競
技

会
に
出
場
し
、
メ
ダ
ル
も
獲
得
で
き
ま
し

た
。
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
、
愛

媛
大
会
、
鹿
児
島
特
別
大
会
に
も
相
模
原

市
選
手
団
と
し
て
出
場
で
き
ま
し
た
。
今

は
視
覚
障
害
が
あ
っ
て
も
ス
ポ
ー
ツ
が
で

き
る
幸
せ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
、
以
前

や
っ
て
い
た
ブ
ラ
イ
ン
ド
ボ
ク
シ
ン
グ
も

再
開
で
き
た
ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
今
ま
で
の
ブ
ラ
イ
ン
ド
ス
ポ
ー

ツ
の
経
験
を
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
方
と

一
緒
に
、
相
模
原
市
内
の
小
中
学
校
に
出

向
き
、
福
祉
授
業
の
体
験
講
座
を
し
て
お

り
ま
す
。
講
話
の
中
で
、
障
害
が
あ
っ
て

も
な
く
て
も
共
に
支
え
あ
え
る
世
の
中
に

な
る
よ
う
に
、
視
覚
障
害
を
理
解
し
て
も

ら
い
、
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
持
っ

た
人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
伝
え
て

い
ま
す
。
ブ
ラ
イ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
の
話
も

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
生
徒
と
一
緒
に
ゴ
ー

ル
ボ
ー
ル
な
ど
を
行
い
理
解
を
深
め
て
お

り
ま
す
。
各
小
中
学
校
の
生
徒
さ
ん
か
ら

は
と
て
も
う
れ
し
い
感
想
文
を
い
た
だ

き
、
私
の
生
き
る
励
み
に
も
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ブ
ラ
イ
ン
ド
ス
ポ
ー

ツ
を
続
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
、

障
害
の
あ
る
皆
さ
ん
に
周
知
し
て
い
け
た

ら
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

県身連事業予定
＜令和８年＞
＜１月＞
11 日（日）

16 日（金）
17 日（土）
18 日（日）
20 日（火）
31 日（土）

＜２月＞
１日（日）

７日（土）
８日（日）
10 日（火）
11 日（水・祝）

23 日（月・祝）
28 日（土）
〜３月１日（日）

＜３月＞
５日（木）
11 日（水）
18 日（水）
21 日（土）
下旬

＜４月＞
12 日（日）

19 日（日）

21 日（火）
26 日（日）

29 日（水・祝）

《聴覚部》賀詞交換会
	 （県聴覚障害者福祉センター）
卓球競技会【精神】	 （アサンテスポーツパーク）
《視覚部》防災演習
卓球・ＳＴＴ競技会	 （アサンテスポーツパーク）
身障かながわ編集委員会	 （県社会福祉センター）
神奈川県初級パラスポーツ指導員養成講習会
	 （アサンテスポーツパーク）

《視覚部》女性部会第２回運営委員会
神奈川県初級パラスポーツ指導員養成講習会
神奈川県初級パラスポーツ指導員養成講習会
神奈川県初級パラスポーツ指導員養成講習会
障害者差別解消法講演会	 （大和）
《視覚部》第58回文化の集い・第44回女性の集い
	 （二宮町）
《視覚部》ボウリング大会
《視覚部》関東ブロック大会（宇都宮市）

県身連理事会	 （県社会福祉センター）
《視覚部》防災演習
社会参加推進協議会	 （県社会福祉センタ－）
《視覚部》職業部会運営委員会	（平塚市勤労会館）
県身連評議員会	 （県社会福祉センター）

フライングディスク競技会
	 （アサンテスポーツパーク）
《視覚部》女性部会総会	 （平塚市）
陸上競技会	 （アサンテスポーツパーク）
《視覚部》スポーツ部会総会・青年部会総会
身障かながわ編集委員会	 （県社会福祉センター）
ボウリング競技会	 （湘南とうきゅうボウル）
アーチェリー競技会
	 （神奈川総合リハビリテーションセンタ－）
《視覚部》職業部会総会

私
と
ス
ポ
ー
ツ
（
後
半
）


